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令和３年８月１６日（月 ） 南河内環境事業組合議会第２回定例会を南河内

環境事業組 合会議室に招 集 さ れた。  

  出席者は、次のとお り で ある。  

    １  番  議  員    山  田    強  

    ２  番  議  員    駄場 中  大  介  

    ３  番  議  員    浦  山  宣  之  

    ４  番  議  員    桂      聖  

    ５  番  議  員    峯    満寿人  

    ６  番  議  員    久  山  佳世子  

    ７  番  議  員    松  井  康  祐  

    ８  番  議  員    南  方    泉  

    ９  番  議  員    伊  東  寛  光  

   １０  番  議  員    辰  巳  真  司  

   １１  番  議  員    草  尾  勝  司  

   １２  番  議  員    田  平  まゆみ  

   １３  番  議  員    中  川    博  

   １４  番  議  員    藤  浦    稔  

 

  説明のための出席者 は 、 次のとおりである。  

   管 理 者   富 田 林 市 長     村  善  美  

   副 管 理 者   河 内 長 野 市 長   島  田  智  明  

   副 管 理 者   大 阪 狭 山 市 長   古  川  照  人  

   副 管 理 者   河 南 町 長   森  田  昌  吾  

   副 管 理 者   太 子 町 長   田  中  祐  二  

   副 管 理 者   千 早 赤 阪 村 長   南  本    斎  

   副管理者副市長   富 田 林 市 副 市 長   置  田  保  巳  

   監 査 委 員             清  井    浩  
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   事 務 局   事 務 局 長   浅  川    浩  

   事 務 局   事務局次長 兼総務企画課長（会計管理者）  

             西  尾  順  治  

   書 記   総務企画課長代理   辻      彰  

 

議事日程は、次のとおり で ある。  

日程第１   会議録署名議 員の指名について  

日程第２   会期の決定に ついて  

日程第３  報 告 第 ２ 号  組合議会議員の異動について  

日程第４  同意案第 １ 号  南河内環境事業組合公平委員会委員の選  

任につき同意を求めることについて  

日程第５  承 認 第 ２ 号  令和２年度南河内環境事業組合一般会計  

補正予算（第４号）の専決処分につき承  

認を求めることについて  

日程第６  議 案 第 ５ 号  職員の服務の宣誓に関する条例の一部を  

改正する条例の制定について  

日程第７  議 案 第 ６ 号  令和３年度南河内環境事業組合一般会計  

補正予算（第１号）  

日程第８  監査報告第２ 号    例月出納検査の結果報告について  

（令和２年度  １月 ･２月 ･３月 ･４月・  

５月分）  

（令和３年度  ４月 ･５月 ･６月分）  

日程第９  認 定 第 １ 号  令和２年度南河内環境事業組合一般会計  

歳入歳出決算について  
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（開会  午後２時３０分）  

 

議長（駄場中大介）  

本日は、定例会を招集さ れ ましたところ、議員の皆様にはご多用のところ、

ご出席を頂 きまして、あ り が とうございます。  

只今の出席議員は、１４ 名 で、定足数に達しておりますので、只今から、

令和３年第 ２回南河内環 境 事 業組合議会定例会を開会致します。  

議事に入ります前に管理 者 よりご挨拶を頂きます。  

 村管理者。  

 

○管理者（  村善美）  

それでは、開会にあたり ま して一言ご挨拶を申し上げます。  

本日、令和３年第２回南 河 内環境事業組合議会定例会を招集させて頂きま

したところ 、議員の皆様 方 に おかれましては、何かとご多用にもかかわりま

せず、ご出 席を賜りまし て 、 厚くお礼を申し上げます。  

まず、昨年６月の第１清 掃 工場粗大ごみ処理施設の火災事故によりまして、

関係各位に 大変なご心配 と ご 迷惑をお掛け致しましたが、施設の復旧更新工

事も今年の ３月に完了し 、 新 年度から順調に稼働致しておりますことを、こ

の場をお借 り致しまして 、 ご 報告させて頂きます。このたびの事故を教訓に、

改めて、施 設運営の重要 性 を 認識し、万全を期して参りますので、議員の皆

様方におか れましては、 今 後 ともご指導頂きますよう、よろしくお願い申し

上げます。  

それでは、今議会にご提 案 を申し上げます案件でございますが、報告案件

が１件、公 平委員会委員 の 選 任同意案件が１件、令和２年度補正予算の専決

処分案件が １件、条例の 一 部 改正が１件、令和３年度補正予算が１件、監査

報告と致し まして、例月 出 納 検査の結果報告が１件、令和２年度決算の認定

が１件の計 ７件でござい ま す 。  

各 案 件 に つ き ま し て は 、 後 ほ ど 提 案 説 明 を 申 し 上 げ ま す の で、  よ ろ し く
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ご審議のう え、原案どお り ご 賛同賜りますよう、お願いを申し上げまして、  

開会のご挨 拶とさせて頂 き ま す。  

どうぞよろしくお願い致 し ます。  

 

議長（駄場中大介）  

ありがとうございました 。  

ここで、議会運営委員長 の 報告を求めます。  

辰巳委員長。  

 

議会運営委員長（辰巳真 司 ）  

先ほど開催されました議 会 運営委員会におきまして、第２回定例会に付議

される案件 について了承 さ れ ましたので、ご報告申し上げます。  

まず、会議録署名議員の 指 名、会期の決定に続きまして、日程第３報告第

２号から日 程第９認定第 １ 号 までの７件でございます。  

以上で報告を終わらせて 頂 きます。  

 

議長（駄場中大介）  

これをもって、議会運営 委 員長の報告を終結致します。  

それでは、議事に入りま す 。  

日程第１、会議録署名議 員 の指名についてでありますが、本件は、会議規

則第８１条 の規定により 、 議 長において指名致します。１３番議席の中川博

議員、１番 議席の山田強 議 員 の両議員にお願いを致します。  

続きまして、日程第２、 会 期の決定についてを議題と致します。  

お諮り致します。会期は 、 本日１日とすることに、ご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」のの声あ り ）  

 

ご異議なしと認めます。  
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よって、会期は本日１日 と 決定致しました。  

次に、日程第３、報告第 ２ 号、組合議会議員の異動についてを議題と致し

ます。報告 を求めます。  

 村管理者。  

 

○管理者（  村善美）  

只今、上程されました報 告 第２号、組合議会議員の異動につきまして、内

容のご説明 を申し上げま す 。  

議案書１頁をお願い致し ま す。  

まず、富田林市選出議員 の 異動でございます。  

本年５月１４日の市議会 臨 時会におきまして、南方泉議員、伊東寛光議員、

草尾勝司議 員、田平まゆ み 議 員が新たに就任されております。  

議案書２頁をお願い致し ま す。  

次に、大阪狭山市選出議 員 の異動でございます。本年５月１３日の市議会

５月開会議 会におきまし て 、 久山佳世子議員、松井康祐議員が新たに就任を

されており ます。  

次に、千早赤阪村選出議 員 の異動でございます。  

本年５月１２日の村議会 臨 時会におきまして、藤浦稔議員が新たに就任を

されており ます。  

それぞれのご住所、生年 月 日は、議案書に記載のとおりでございます。  

旧議員の皆様には、これ ま でのご労苦に深謝致しますとともに、新たにご

就任されま した方々にお か れ ましては、今後のご活躍をお願い申し上げまし

て、異動の ありましたこ と を 、ご報告申し上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

今回、新たに選出されま し た議員の議席は、会議規則第４条の規定に基づ

き、私のほ うで決めさせ て 頂 きます。  

６番議席に久山佳世子議 員 、７番議席に松井康祐議員、８番議席に南方泉
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議員、９番 議席に伊東寛 光 議 員、１１番議席に草尾勝司議員、１２番議席に

田平まゆみ 議員、１４番 議 席 に藤浦稔議員、以上のとおりと致します。  

次に、日程第４、同意案 第 １号、南河内環境事業組合公平委員会委員の選

任につき同 意を求めるこ と に ついてを議題と致します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

 村管理者。  

 

○管理者（  村善美）  

只今、上程されました同 意 案第１号、南河内環境事業組合公平委員会委員

の選任につ き同意を求め る こ とにつきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。  

議案書３頁をお願い致し ま す。  

本組合公平委員会の委員 に つきましては、６市町村により共同設置されま

した南河内 広域公平委員 会 の 委員３人を同じく選任致しておりますが、その

うち北川和 郎氏におかれ ま し ては令和３年８月２６日をもって、また、瀨木

千佳氏にお かれましては 令 和 ３年１１月２５日をもって組合公平委員会委員

の任期を満 了されますが 、 人 事行政に関して識見が高く、経験豊富な両氏を

適任と認め 、再任致した く 、 地方公務員法第９条の２第２項の規定により、

議会の同意 を求めるもの で ご ざいます。  

両氏のご住所、生年月日 は 議案書に記載のとおりでございます。  

なお、任期につきまして は 、各々の任期満了日の翌日から４年間となりま

す。  

以上をもちまして、提案 理 由のご説明とさせて頂きます。何とぞご同意を

賜りますよ う、よろしく お 願 い申し上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

提案理由の説明が終わり ま した。本案についてのご質問、ご意見併せてお

受け致しま す。  
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（質問等なし）  

 

ないようでございます。 こ れより同意案第１号を採決致します。  

本案を原案のとおり同意 す ることにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、同意案第１号、 南 河内環境事業組合公平委員会委員の選任につき

同意を求め ることについ て は 、原案のとおり同意することに決しました。  

次に、日程第５、承認第 ２ 号、令和２年度南河内環境事業組合一般会計補

正予算（第 ４号）の専決 処 分 につき承認を求めることについてを議題と致し

ます。  

提案理由の説明を求めま す 。  

浅川局長。  

 

○事務局長（浅川浩）  

只今上程されました承認 第 ２号、令和２年度南河内環境事業組合一般会計

補正予算（ 第４号）の専 決 処 分につき承認を求めることにつきまして、提案

の理由並び に内容のご説 明 を 申し上げます。  

議案書４頁をお願い致し ま す。  

最初に、提案の理由でご ざ いますが、昨年６月４日の第１清掃工場粗大ご

み処理施設 火災事故に伴 う 復 旧更新工事について、変更契約を含む契約額の

確定ととも に、竣工後、 建 物 総合保険の加入先であります全国市有物件災害

共済会にお いて、災害共 済 金 の額が確定されたことから、工事費支払い並び

にその財源 の確保につい て 、 早急に予算措置を講じる必要が生じ、議会を招

集する時間 的余裕がない こ と から、地方自治法第１７９条第１項の規定によ



- 8 - 
 

り、令和３ 年３月１６日 に 専 決処分させて頂きましたので、同条第３項の規

定により本 日ここにご報 告 申 し上げ、ご承認をお願いするものでございます。  

議案書５頁をお願い致し ま す。  

第１条で、歳入歳出予算 の 総額から歳入歳出それぞれ８，３４７万９千円

を減額し、 歳入歳出予算 の 総 額を歳入歳出それぞれ３９億８，７００万７千

円とさせて 頂くものでご ざ い ます。また、第２条は、地方債の補正でござい

ます。  

議案書８頁をお願い致し ま す。  

第２表地方債補正、１． 変 更の場合でございますが、限度額を４億９９０

万円から２ 億６，１２０ 万 円 に減額するものでございます。  

それでは内容につきまし て 、事項別明細書の歳出からご説明を申し上げま

す。  

１４頁をお願い致します 。  

款３．衛生費、項１．ご み 処理費、目８．第１清掃工場火災事故復旧更新

事業費８， ３４７万９千 円 の 減額で、合計４億６，０１４万１千円とするも

のでござい ます。本年２ 月 の 第１回定例会において御議決賜りました工事請

負変更契約 締結に基づく も の でございます。  

続きまして、歳入につき ま してご説明を申し上げます。  

議案書戻りまして、１２ 頁 をお願い致します。  

款５．繰入金、項１．基 金 繰入金、目１．施設整備積立基金繰入金は、補

正額８７万 ８千円を増額 し 、 合計１億２，２１０万５千円とするものでござ

います。説 明欄にござい ま す とおり第１清掃工場火災事故復旧更新事業にか

かる施設整 備基金の取崩 金 で ございます。  

次に、款７．諸収入、項 １ 、目１．雑入は、補正額６，４３４万３千円を

増額し、合 計１億８，９ ５ １ 万８千円とするものでございます。第１清掃工

場火災事故 に伴う全国市 有 物 件災害共済会の災害共済金の額の確定によるも

のでござい ます。  

次に、款８、項１、目１ ． 組合債は、補正額１億４，８７０万円を減額し、
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合計９億２ ，２８０万円 と す るものでございます。事業費並びに災害共済金

の額の確定 に伴う第１清 掃 工 場火災事故復旧更新事業債の補正でございます。  

以上で、一般会計補正予 算 （第４号）の説明とさせて頂きます。よろしく

ご審議頂き まして、原案 ど お りご承認賜りますよう、よろしくお願いを致し

ます。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。質 疑 をお受け致します。  

 

（質疑なし）  

 

これをもって質疑を終結 し 討論に入ります。  

 

（討論なし）  

 

これにて討論を終結し採 決 を致します。  

本案は、原案のとおり承 認 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 承 認 第 ２ 号 、 令 和 ２ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第４号） の専決処分に つ き 承認を求めることについては、原案のとおり承

認されまし た。  

次に、日程第６、議案第 ５ 号、職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例 の制定につい て を 議題と致します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

浅川局長。  
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○事務局長（浅川浩）  

只今上程されました議案 第 ５号、職員の服務の宣誓に関する条例の一部を

改正する条 例の制定につ い て 、提案の理由並びに内容のご説明を申し上げま

す。  

恐れ入りますが、議案書 の １６頁をお願い致します。  

まず、提案の理由でござ い ますが、管理市の富田林市におかれましては、

行政サービ スを向上させ る 一 環として押印を原則廃止するため、市議会６月

定例会にて 、本条例の一 部 を 改正する条例の制定が可決致しましたので、本

組合につい ても同様に所 要 の 改正を行うものでございます。  

改正の内容でございます が 、１７頁をお願い致します。別記様式で定める

宣誓書の押 印欄の削除及 び 所 要の文言修正を行うものでございます。  

なお、附則と致しまして 、 この条例は公布の日から施行するものでござい

ます。  

以上で、議案第５号の提 案 の理由並びに内容のご説明とさせて頂きます。  

よろしくご審議頂きまし て 、原案どおり御議決賜りますよう、よろしくお

願いを申し 上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりました。質 疑 をお受け致します。  

 

（質疑なし）  

 

これをもって質疑を終結 し 討論に入ります。  

 

（討論なし）  

 

これをもって討論を終結 し 採決を致します。  
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本案を、原案のとおり可 決 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第５号、職 員 の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条

例の制定に ついては、原 案 の とおり可決されました。  

続きまして、日程第７、 議 案第６号、令和３年度南河内環境事業組合一般

会計補正予 算（第１号） を 議 題と致します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

浅川局長。  

 

○事務局長（浅川浩）  

只 今 上 程 さ れ ま し た  議 案 第 ６ 号 、 令 和 ３ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会

計補正予算 （第１号）に つ き まして、提案の理由並びに内容のご説明を申し

上げます。  

議案書の１９頁をお願い 致 します。  

提案の理由でございます が 、本年４月１日付人事異動に伴います職員人件

費等につい て補正をお願 い す るものでございます。  

第１条、歳入歳出予算の 総 額に歳入歳出それぞれ３１万４千円を追加し、

歳入歳出予 算の総額を歳 入 歳 出それぞれ３９億５，５８８万７千円とするも

のでござい ます。  

それでは、内容につきま し てご説明申し上げます。  

まず、歳出をご説明させ て 頂きます。議案書の２６頁、２７頁をお願い致

します。  

事項別明細書の歳出でご ざ いますが、まず、上の表、款２．総務費、項１．

総務管理費 、目１．一般 管 理 費、３０万６千円の増額は、事務局、総務企画

課職員人件 費と致しまし て 、 会計年度任用職員報酬２万３千円、一般職員給
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料１５万円 、職員手当等 １ ３ 万３千円の増でございます。  

下の表でございますが、 款 ３．衛生費、項１．ごみ処理費、目１．第１清

掃工場業務 管理費、６４ 万 円 の増額は、第１清掃工場職員人件費として、給

料１０万４ 千円、職員手 当 等 ４５万８千円、共済費７万８千円の増でござい

ます。  

その下、目２．第２清掃 工 場業務管理費、４５２万５千円の減額は、第２

清掃工場に おいて、令和 ３ 年 ３月３１日付け中途退職者により、職員１名減

を含めた人 事異動等によ り 、 給料２６５万２千円、職員手当等１０７万３千

円、共済費 ８０万円のい ず れ も減となっております。  

目３．財産管理費３８８ 万 ５千円の増額は、ここ２年間における中途退職

者３名によ る臨時の退職 手 当 の支出及び今後の退職手当支給における将来負

担軽減のた め、退職手当 基 金 に積み立てさせて頂くものでございます。  

次に、２８頁、２９頁を お 願い致します。  

款３．衛生費、項２．し 尿 処理費、目１．資源再生センター業務管理費、

８千円の増 額は、資源再 生 セ ンター職員人件費にかかる経費として、職員手

当等３万９ 千円の減、共 済 費 ４万７千円の増でございます。  

続きまして歳入のご説明 を 申し上げます。  

議案書、戻って頂きまし て 、２４頁、２５頁をお願い致します。  

今回の補正に要します財 源 と致しましては、款６、項１、目１．繰越金に

おきまして 、補正額３１ 万 ４ 千円、前年度繰越金の計上によるものでござい

ます。  

なお、３０頁から３９頁 は 、給与費明細書となっております。恐れ入りま

すが、ご覧 を頂きまして 説 明 は省略をさせて頂きます。  

以上で、一般会計補正予 算 （第１号）の説明とさせて頂きます。よろしく

ご審議頂き まして、原案 ど お り御議決賜りますよう、よろしくお願いを申し

上げます。  

 

議長（駄場中大介）  



- 13 - 
 

説明が終わりました。質 疑 をお受け致します。  

 

（質疑なし）  

 

これをもって、質疑を終 結 致します。  

それでは、議案第６号に つ いての討論に入ります。  

 

（討論なし）  

 

これにて討論を終結し採 決 を致します。  

本案は、原案のとおり可 決 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 議 案 第 ６ 号 、 令 和 ３ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第１号） は、原案どお り 可 決されました。  

続きまして、日程第８、 監 査報告第２号、例月出納検査の結果報告につい

てを議題と 致します。  

監査委員の報告を求めま す 。  

清井監査委員。  

 

監査委員（清井浩）  

それでは、４１頁をお願 い 致します。只今上程されました監査報告第２号、

月例出納検 査の結果報告 に つ きまして、監査委員を代表してご報告申し上げ

ます。  

令和２年度１月分から５ 月 分及び令和３年度４月分から６月分の出納状況

につきまし て、各月分ご と に 、それぞれ出納検査を実施致しましたところ、
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出納報告及 び証書類、帳 票 並 びに現金在高がそれぞれ符合し、正確でありま

したので、 地方自治法第 ２ ３ ５条の２第３項の規定に基づきまして、ここに

ご報告申し 上げます。   

なお、出納検査資料は４ ２ 頁から５７頁でご確認頂きたいと思います。  

以上でございます。  

 

議長（駄場中大介）  

報告が終わりました。質 疑 をお受け致します。  

 

（質疑なし）  

 

質疑がないようでござい ま すので、本件については終結致します。  

次に、日程第９、認定第 １ 号、令和２年度南河内環境事業組合一般会計歳

入歳出決算 についてを議 題 と 致します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾会計管理者。  

 

○事務局次長兼総務企画 課 長 （西尾順治）  

只今上程されました、認 定 第１号、令和２年度南河内環境事業組合一般会

計歳入歳出 決算につきま し て ご説明を申し上げます。  

議案書につきましては、 ６ １頁以降でございますが、その内容の説明に入

ります前に 、令和２年度 の 処 理状況及び処理経費の概要を、簡単にご説明さ

せて頂きま す。  

ま ず 、 ご み の 搬 入 状 況 で ご ざ い ま す が 、 令 和 ２ 年 度 は 、 前 年 度 比 ２ ． ４

２％減で微 減傾向の推移 と な っております。また、し尿につきましては、前

年度比３． ９１％の減と な っ ております。  

次に、処理経費でござい ま すが、ごみ処理については、対象人口３０万４，

５９３人で 、処理経費は ３ ５ 億４，４３６万８千円、人口一人当たり１１，
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６３６円と なっておりま す 。  

し尿処理につきましては 、 対象人口２万６３人で、処理経費が３億３，２

３４万円、 人口一人当た り  １６，５６５円となっております。  

以上が、令和２年度の概 要 でございます。  

それでは、決算の内容に つ いてご説明させて頂きます。議案書６４頁、６

５頁をお願 い致します。  

決算書の歳入でございま す が、款１．分担金及び負担金から、款８．組合

債までの歳 入科目となっ て お り、それぞれの金額はご覧のとおりでございま

す。最下段 、歳入合計で ご ざ いますが、予算現額３９億８，７００万７千円

に対しまし て、調定額・ 収 入 済額とも３９億９，９９０万４，８８０円、不

納欠損額及 び収入未済額 と も ございませんので、予算現額と収入済額との比

較は、１， ２８９万７， ８ ８ ０円でございます。  

次に、６６頁、６７頁を お 願い致します。  

歳出でございますが、款 １ ．議会費から、款５．予備費までの歳出科目と

なっており 、金額はご覧 の と おりでございます。最下段、歳出合計の行でご

ざいますが 、予算現額３ ９ 億 ８，７００万７千円に対しまして、支出済額が

３８億７， ６７０万８， ４ ４ ２円、翌年度繰越額はございませんので、不用

額及び予算 現額と支出済 額 と の比較は、いずれも１億１，０２９万８，５５

８円となっ ております。  

なお、６６頁、欄外下、 歳 入歳出差引残額は１億２，３１９万６，４３８

円でござい ます。  

次に、詳細をご説明申し 上 げます。  

６８頁、６９頁をお願い 致 します。この頁から、決算事項別明細書の歳入

となります 。  

説明につきましては、前 年 度数値の記載はございませんが、前年度と比較

をしながら ご説明をさせ て 頂 きます。まず、表の上から、款１．分担金及び

負担金でご ざいますが、 右 頁 の表の右から４列目、収入済額、１９億１，１

２ ８ 万 ３ ， ２ ０ ３ 円 で 、 前 年 度 に 比 べ ４ ， ０ ２ ０ 万 ８ ， ８ ９ ５ 円 、 ２ ． ０
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６％の減で ございます。 各 市 町村からご負担頂いたものでございます。  

次の７０頁、７１頁をお 願 い致します。表のやや上、款３．国庫支出金で

ございます が、収入済額 ５ 億 ８，３０２万７千円で、前年度に比べ４億５，

８１５万５ 千円の大幅な 増 で ございます。これは、主に第２清掃工場基幹的

設備改良事 業交付金の増 に よ るものでございます。  

次に、表下の方、款５． 繰 入金でございますが、収入済額１億８，３８４

万７，０４ ４円で、前年 度 に 比べ１億２，１１１万８，３８７円の増でござ

います。こ れは主に、ご み で 基幹改良事業費と、次の７２頁、７３頁をお願

い致します 。火災事故復 旧 更 新事業費の充当財源として施設整備積立基金を

繰入したこ とによるもの で ご ざいます。  

次に、表中段やや上、款 ６ ．繰越金でございますが、収入済額１億１，９

１７万７， １３３円で、 前 年 度に比べ１１７万７，４２０円の増でございま

す。こちら は、前年度の 決 算 剰余金でございます。  

次に、款７．諸収入でご ざ いますが、収入済額１億８，９７０万１，３６

２円で、前 年度に比べ１ 億 ８ ，９２６万１，３７８円の増でございます。こ

れは、主に 、備考欄に記 載 ご ざいますが、市有物件災害共済金、いわゆる火

災保険金で ございます。  

次に、款８．組合債でご ざ いますが、収入済額９億２，１８０万円で、前

年度に比べ ８億６，７６ ０ 万 円の増でございます。これは、備考欄に記載ご

ざいますが 、ごみとし尿 の 基 幹的設備改良事業債の増、及び火災事故復旧更

新事業債の 増によるもの で ご ざいます。  

以上、最下段でございま す が、歳入の総収入済額は３９億９，９９０万４，

８８０円で 、前年度に比 べ １ ５億９，６３０万５，４６１円、６６．４％の

増となって おります。  

続きまして、７４頁、７ ５ 頁をお願い致します。  

こちらは、歳出でござい ま すが、まず、表の上、款１．議会費の支出済額

は２３８万 １，１０１円 で 、 前年度に比べ１１万３，５３２円の減となって

おります。  
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次に、款２．総務費の支 出 済額は、６，０２６万４，２７８円で、前年度

に比べ４， １６７万４， ５ ７ ６円の減となっております。主な要因と致しま

しては、退 職手当等の減 に よ るものでございます。  

次に７６頁、７７頁をお 願 い致します。  

表の下のほう、款３．衛 生 費、項１．ごみ処理費の支出済額は３４億８，

１７２万１ ，９９４円で 、 前 年度に比べ１６億１，８１９万４，６６４円、

８６．８％ の増となって お り ます。この増の主なものは、第２清掃工場基幹

的設備改良 事業費及び第 １ 清 掃工場火災事故復旧更新事業費等の支出増によ

るものでご ざいます。な お 、 第１清掃工場、第２清掃工場の運営経費の状況

でございま すが、消耗品 費 な どの需用費は見直し等により経費を低減してお

りますが、 本年度につい て は 、コロナ禍により粗大ごみが増加したことに伴

う焼却灰の 増量により、 一 部 経費増となっております。  

次に、８４頁、８５頁を お 願い致します。  

表の一番上、項２．し尿 処 理費の支出済額は、３億２，５８０万３，６２

８円で、前 年度と比べ１ ， ５ ８３万３，９０５円、５．１％の増となってお

ります。こ の増の主なも の は 、資源再生センターの基幹的設備改良事業費等

の支出増に よるものでご ざ い ます。なお、資源再生センターの運営経費では、

消耗品費な どの需用費は 見 直 し等により経費を低減しております。  

次に、８６頁、８７頁を お 願い致します。  

表 の 中 ほ ど 、 款 ４ .公 債 費 の 支 出 済 額 は ６ ５３ 万 ７ ， ４ ４ １ 円 と な っ て お

りますが、 今後の施設整 備 に よる新たな起債償還の支出を予定しております。  

次に、款５．予備費につ き ましては、支出はございませんので、そのまま

不用額とな っております 。  

８７頁、最下段でござい ま すが、歳出の総支出済額は３８億７，６７０万

８，４４２ 円であり、前 年 度 より１５億９，２２８万６，１５６円、６９．

７％の増で ございます。  

続きまして、８９頁をお 願 い致します。  

実質収支に関する調書で ご ざいます。  
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歳入総額が３９億９，９ ９ ０万４千円、歳出総額が３８億７，６７０万８

千円で、歳 入歳出差引額 は １ 億２，３１９万６千円で、翌年度へ繰り越すべ

き財源はご ざいませんの で 、 実質収支額は歳入歳出差引額と同額の１億２，

３１９万６ 千円でござい ま す 。  

次に、９０頁、９１頁を お 願い致します。  

財産に関する調書でござ い ますが、公有財産の土地及び建物の決算年度中

の増減はご ざいませんで し た 。  

９２頁、９３頁をお願い 致 します。  

取得価格、又は評価額が お おむね１０万円以上の物品に関する調書で、そ

れぞれ、ご 覧のとおりの 決 算 年度中の増減となっております。  

９４頁をお願い致します 。  

基金の状況と致しまして 、 表の右端、決算年度末現在高でございますが、

施設整備積 立基金のごみ で は 、１６億３，４６８万８，４３７円、その下、

施設整備積 立基金のし尿 で は 、６億８，１６４万５，３３３円、また、その

下、退職手 当積立基金で は 、 ４，９３３万６，６７３円となっております。

基金の合計 金額はご覧の と お りでございます。  

次の９５頁は主要な施策 の 成果、また、９６頁以降には、第１表令和２年

度決算状況 、第２表人口 １ 人 当り性質別歳出負担額、次の頁、第３表は事業

の概要にな ります。ご覧 を 頂 きまして、ご説明は省略をさせて頂きます。  

以上、令和２年度南河内 環 境事業組合一般会計歳入歳出決算の説明とさせ

て頂きます 。  

よろしくご審議賜ります よ うお願い申し上げます。  

 

議長（駄場中大介）  

引き続きまして、監査委 員 の意見を求めます。  

清井監査委員。  

 

監査委員（清井浩）  
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議案書５９頁をお願い致 し ます。監査委員を代表して、令和２年度南河内

環境事業組 合一般会計決 算 審 査の意見を申し上げます。本年６月７日から２

１日に決算 審査を実施致 し ま したところ、審査に付された令和２年度の一般

会計歳入歳 出決算書、決 算 事 項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関

する調書及 び基金の運用 状 況 を示す書類等は、いずれも地方自治法及び関係

法令に基づ いて作成され 、 決 算の計数も関係諸帳簿、証拠書類と符合してお

り、事務的 取り扱いにお い て も正確に処理され、証拠書類等も整備されてお

ります。よ って、令和２ 年 度 の決算書類は適正に処理されていることを、こ

こにご報告 申し上げます 。 な お、先ほどの管理者からの発言もありましたと

おり、昨年 ６月４日に第 1 清 掃工場の粗大ごみ処理施設におきまして火災が

発生しまし た。事故後、 処 理 施設停止中のごみの処理及び施設の復旧更新事

業につきま しては、職員 の 皆 様に大変なご苦労をおかけし、本年３月に施設

は復旧致し ました。  

今後、このような事故の 再 発を防ぐため、住民の皆様にごみ分別の徹底に

ついて、継 続的に啓発・ 周 知 をお願い致します。以上でございます。  

なお、決算審査にかかる 意 見は６０頁をご覧ください。  

 

議長（駄場中大介）  

説明が終わりましたので 、 歳入・歳出、一括して質疑をお受け致します。  

辰巳議員。  

 

１０番議員（辰巳真司）  

今の決算審査に関わって 、 議案書の８２頁、８３頁、目８の第１清掃工場

火災事故関 連で、質問さ せ て 頂きたいと思います。組合の令和２年度は第１

清掃工場の 火災事故に尽 き る と思いますが、被害も非常に甚大で、決算にお

いても約４ 億６千万円余 り の 復旧等費用が計上されております。今回の火災

については 、粗大ごみの 処 理 中の火災ということで、原因の特定はできなか

ったという ことでありま す け れども、よく言われているのが、リチウムイオ
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ン電池の発 火が原因だと い う ことであります。火災事故の原因の可能性でも

あるという ことですが、 昨 年 ６月の火災事故以来、今まで火災等あったのか、

その点も含 めてお聞かせ く だ さい。  

 

議長（駄場中大介）  

浅川局長。  

 

事務局長（浅川浩）  

ご質問にお答えをさせて 頂 きます。火災でございますが、ここ一年間にお

いて、昨年 の６月のよう な 甚 大な被害の火災事故はございませんでした。し

かしながら 、粗大ごみの 処 理 を行っている中で、ごみが発火し、消火設備等

が作動した ケースがござ い ま す。ここ１年間で、第１清掃工場で５回、第２

清掃工場で ６回報告を受 け て おります。特定された原因としては、やはり、

リチウムイ オン電池によ り 発 火した事例が第１清掃工場、第２清掃工場で４

回確認をさ れております 。 そ れ以外には、ライターだとか発煙筒だとかがご

ざいました 。それ以外は 原 因 不明でございます。いずれも自動散水装置、も

しくは職員 の消火器また は 消 火栓などの利用により消火を行っており、特段

の被害はご ざいませんで し た 。これは昨年６月の火災事故から復旧更新工事

をさせて頂 いておりまし て 、 その中で火災検知器や散水ノズルなどの増強を

させて頂い ているところ で 、 再発防止対策工事を施工させて頂きましたので、

その効果が 出ているとこ ろ で ございます。しかしながら、ごみの発火等もご

ざいますの で、職員は日 々 緊 張感を持ちながら施設運営にあたっているとこ

ろでござい ます。また、 昨 年 の６月に大きな火災事故を起こしましたので、

１年後の本 年６月におき ま して 1 ヵ月間、組合の火災予防重点月間として、

日頃の火災 予防に、さら に 意 識を高めて再発防止に取組んでいるところでご

ざいます。 以上お答えと さ せ て頂きます。  

 

議長（駄場中大介）  
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辰巳議員。  

 

１０番議員（辰巳真司）  

６月以降もですね、大き な 事にはなっていないと思うんですが、現象とし

て起こって いるというこ と で あります。最後に要望を述べたいと思います。  

昨年６月の第１清掃工場 の 火災では、幸いにも人的被害がありませんでし

たが、施設 は損傷で動か な く なったことで適正なごみ処理が一時的に止まっ

てしまった ということは 事 実 であります。これは、住民生活に直結致します。

今後、重大 な影響を与え る の は明らかであります。このようなことが起こら

ないように 、火災の原因 と な るリチウムイオン電池などの分別を行っていか

なければな りませんし、 先 ほ ど、ご意見にありますように、議会からも再発

防止を改め て要望してお き た いと思います。また、構成の市町村とも協力し

ながら、今 一度ごみの分 別 に ついて、住民の皆さんへのご協力を頂くよう広

報やホーム ページ、また 機 会 あるごとに効果的な手法を検討して頂き、改め

て周知をお 願いしておき ま す 。以上要望として、質問を終わります。  

 

議長（駄場中大介）  

他。  

中川議員。  

 

１３番議員（中川博）  

それでは、決算書の内容 に ついて質問をさせて頂きたいと思います。頁で

７９頁、款 ３．衛生費、 項 １ ．ごみ処理費、目１．第１清掃工場業務管理費、

節１４．工 事請負費、請 負 支 払済額、焼却炉関係整備工事費を含んで１億５，

９９０万７ 千円が計上さ れ て おります、また、同じく８１頁、目２．第２清

掃工場業務 管理費、節１ ４ ． 工事請負費支払済額７，２９０万８千円と多額

の金額が計 上されており ま す 。また、頁で９５頁、主要な施策の成果につい

て 下 の 方 ですけ れ ど も 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 含 む 温 室効果 ガ ス の さ ら な る削 減 を 図
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りながら、 地球環境に対 し て 職員一人ひとりが問題意識をもって対応に努め

ているとあ り、この組合 に と りましても重要な施策であります。そして、菅

総理大臣が 所信表明で脱 炭 素 社会の実現を目指す、また、改正地球温暖化対

策推進法が 令和３年５月 ２ ６ 日に成立し、加速度的にその方向に進んでいる

のも事実で ございます。 そ の ような中、新聞である記事が目につきました。  

清 掃 工 場 の ご み 焼 却 施 設 か ら 排 出 ガ ス と して 出 た Ｃ Ｏ ２ を 分 離 回 収し 農業

などに利用 するＣＣＵ事 業 を 展開するというものでございます。分離回収設

備 内 で 高 濃度、 ９ ９ ％ 以 上 に凝 縮 さ れ た Ｃ Ｏ ２ の 一 部 を パ イ プ ラ イン で 繋 い

だ農業施設 に供給し、光 合 成 の働きを促進しているということでございます。

また、その 取組みが民間 企 業 からの注目を集め、清掃工場周辺には、再生さ

れ た Ｃ Ｏ ２ を 求 め 、 植 物 工 場 や藻 類 の 培 養 施 設 を設 け る 企業 の 進 出が 相 次 い

でいるとい うことでござ い ま す。これは、佐賀市の取組みでございますけれ

ども組合の ホームページ に よ ると令和元年度の温室効果ガスの総排出量は４

万８，７２ ０トンで、平 成 ２ ７年度対比で５．１％の減の目標に対して、令

和元年度に おいては、１ ． ２ ％の減にとどまっているとホームページにも載

っておりま した。以上の こ と を鑑みると、国の方向性について、また、上記

佐賀市のよ うな取組みに つ い てのご見解をお聞きしたいと思います。  

 

議長（駄場中大介）  

浅川局長。  

 

事務局長（浅川浩）  

ご質問にお答えをさせて 頂 きます。議員おっしゃられるように、国の方で

も２０５０ 年までに温室 効 果 ガスの排出を全体として０にする、すなわち、

２０５０年 カーボンニュ ー ト ラル脱炭素社会の実現を目指すとされているこ

とは承知を しております 。 こ のことを受けて、自治体においても脱炭素社会

に向けて２ ０５０年まで に 二 酸化炭素を排出実質０にすることを目指すとこ

ろでござい ます。組合で は 、 平成１２年度に、地球温暖化対策の推進に関す
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る法律に基 づき、自らの 事 務 事業に関し地球温暖化対策の推進を図るため、

組合の地球 温暖化対策実 行 計 画を策定させて頂き、５年ごとに改訂をさせて

頂 き な が ら、現 在 も 計 画 書 に基 づ き Ｃ Ｏ ２ を 含 む 温 室 効 果ガ ス の 削減 に 努 め

ているとこ ろでございま す 。 具体的には、電気や燃料の使用量の削減、公用

車 の 利 用 抑制、 ま た 、 ご み の焼 却 に 伴 う Ｃ Ｏ ２ を 削 減 す る た め 各 市町 村 と 協

力しながら ごみ減量施策 に 取 組んでいるところでございます。議員ご指摘の

と お り 、 今回の 組 合 の 実 行 計画 に お い て 、 平 成２ ７ 年 度 対 比 ５ ．１ ％ ＣＯ ２

削減の目標 としておりま し た が、令和２年度は４．２％減にとどまりました。

これは、温 室効果ガス排 出 量 に大きく影響を与えるごみ中の廃プラ、合成繊

維の焼却に よる排出量が 計 画 より減少しなかったことが大きな要因でござい

ます。今後 におきまして は 、 各市町村と協力しながら更なるごみの減量など

に取組み、 温室効果ガス の 削 減を図ってまいります。また、組合においては、

現在、施工 させて頂いて お り ます各施設の基幹的設備改良事業において、単

な る 施 設 の延命 化 だ け で は なく 、 Ｃ Ｏ ２ の 削 減 に資 す る 機 能 向 上 とし て 、 各

施設では、 ポンプ等のイ ン バ ータ化及び電動機の高効率化、電気設備の適正

容量化、処 理量に見合っ た 各 機器の能力適正化など多岐にわたって削減の取

組 み を 行 ってお り 、 基 幹 改 良工 事 前 に 比 べ て 、Ｃ Ｏ ２ を 第 ２ 清 掃 工場 で 約 １

０％削減、 資源再生セン タ ー では約１７％削減を目標に取組んでいるところ

でございま す。次に、議 員 か らご紹介がありました、佐賀市清掃工場二酸化

炭素分離回 収設備につき ま し ては、平成２７年から平成２８年にかけて日本

で初めて導 入されたとい う こ とで、清掃行政の中では大きな話題となってお

り、私ども 組合も、平成 ２ ９ 年に佐賀市清掃工場の調査を行っております。

概略を申し 上げますと、 事 業 主体は佐賀市でございますが、共同研究者は東

芝、九州電 力、荏原環境 プ ラ ントの３者で、二酸化炭素の回収量は最大で日

量１０トン 、回収の二酸 化 炭 素濃度は９９．５％以上ということでございま

した。総事 業費は約１５ 億 円 、そのうち環境省からの約５億円の補助金を活

用されてお られます。そ の 二 酸化炭素の有効利用と致しまして、民間会社で

微細藻類を 培養されてお り 、 その当時では、利用先の拡大を図っていくとの
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佐賀市の見 解でございま し た 。以上、佐賀市の事例調査の概略でございます

が、今、国 において示さ れ て いる２０５０年までのカーボンニュートラル、

脱炭素社会 の実現に向け て は 、この組合もその重要性を十分に認識しながら、

議員の紹介 にもありまし た が 今後も新しい技術の情報を得て研究してまいり

ますので、 ご理解のほど よ ろ しくお願いを申し上げます。以上お答えとさせ

て頂きます 。  

 

議長（駄場中大介）  

中川議員。  

 

１３番議員（中川博）  

非常に丁寧なご答弁あり が とうございました。組合もですね、色々な情報

を得ている ことが今の答 弁 で わかりました。なお、この２０５０年問題は、

Ｃ Ｏ ２ 排 出 者 、 我 々 にと り ま して は 、 非 常 に 厳しい 目 標 で あ る と 思い ま す 。

ご承知のと おり、カーボ ン ニ ュートラルは単に温室効果ガスの削減だけでは

なく、先ほ ど例に上げま し た ように、光合成等の働きなどを利用することで

差引排出が 全体として０ と い うようにしていくという取組みでございます。

その上で、 地球温暖化の 防 止 のため、全ての事業者が努力する必要があると

思います。 組合もその一 助 に なるよう今後も取組んで頂くよう要望して質問

とさせて頂 きます。以上 で ご ざいます。  

 

議長（駄場中大介）  

他ございませんか。よろ し いですか。  

 

（質疑なし。）  

 

それでは、これをもって 質 疑を終結致します。  

それでは、認定第１号に つ いての討論に入ります。  
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（討論なし）  

 

これをもって討論を終結 致 します。  

これより、認定第１号を 採 決致します。  

認定第１号については、 認 定することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、認定第１号、令 和 ２年度南河内環境事業組合一般会計歳入歳出決

算について は、認定する こ と に決しました。  

これをもちまして、本日 の 日程は全部終了致しました。  

それでは、閉会を前に、 管 理者よりご挨拶を頂きます。  

 村管理者。  

 

○管理者（  村善美）  

それでは、閉会にあたり ま して、一言ご挨拶を申し上げます。  

本日、令和２年度決算を は じめご提案申し上げました案件につきまして、

慎重なるご 審議の上、い ず れ も原案のとおりご賛同頂き、厚く御礼を申し上

げます。  

さて、本組合の事業であ り ます、ごみ処理、し尿処理は、住民の方々の生

活に１日た りとも欠かす こ と のできない、必要不可欠なものでございます。

この重要な 責務を果たす た め に、理事者、職員が一丸となって、引き続き、

安全、安心 、安定した施 設 運 営に努めてまいりますので、議員の皆様方には、

今後とも、 ご協力のほど 、 よ ろしくお願い申し上げ、閉会のご挨拶とさせて

頂きます。  

本日は、誠にありがとう ご ざいました。  
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議長（駄場中大介）  

ありがとうございました 。  

今日は、皆様から慎重な ご 審議、様々なご意見を頂きまして、ありがとう

ございまし た。  

本組合におきましても、 今 日出されましたご意見に十分留意して頂き、安

全な運営に 努めて頂きた い と 思います。  

最後になりますが、まだ コ ロナ禍も治まっておりませんので、ぜひ皆様、

健康にご留 意されまして 、 ご 活躍して頂きますようご祈念申し上げまして、

私からの閉 会のご挨拶と さ せ て頂きます。  

これにて、令和３年組合 議 会第２回定例会を閉会致します。  

ありがとうございました 。  

 

（閉会  午後３時２２分）  
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